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ペルメトリン（CAS no. 52645-53-1, 61949-77-7, 51877-74-8, 54774-47-9, 

61949-76-6, 54774-45-7, 54774-46-8 等） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 

エストロゲン 抗エストロゲン アンドロゲン 抗アンドロゲン 甲状腺ホルモン 抗甲状腺ホルモン 脱皮ホルモン その他* 

○ ○ － ○ ○ ○ － ○ 

 

○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
ペルメトリンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験の報告において、エストロゲ

ン作用、抗アンドロゲン様作用、甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用、

ステロイド合成への影響を示すこと、試験管内試験の報告において、エストロゲン作用、抗エスト

ロゲン作用、抗アンドロゲン作用を示すことが示唆された。 

 

 (１)生態影響 
 Jin ら(2009)によって、ペルメトリン(Sigma、ラセミ体、cis/trans=1:3 混合物、99.2%) 0.1、0.25、

0.5、１μg/L(設定濃度)に受精後０日目から７日目までばく露したゼブラフィッシュ(Danio 

rerio)への影響(相対発現量は全身中について)が検討されている。その結果として、0.25μg/L 以

上のばく露区で vtg1 (ビテロゲニン) mRNA 相対発現量、esrα (エストロゲン受容体) mRNA 相

対発現量、cyp19b mRNA 相対発現量の高値、0.5μg/L 以上のばく露区で cyp19a mRNA 相対発

現量の高値が認められた。なお、vtg2 mRNA 相対発現量には影響は認められなかった。 

また(−)-trans-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製) 0.1、0.25、0.5、１μg/L(設

定濃度)に受精後０日目から７日目までばく露したゼブラフィッシュ(D. rerio)への影響(相対発

現量は全身中について)が検討されている。その結果として、0.25μg/L 以上のばく露区で esrα 

mRNA 相対発現量、cyp19b mRNA 相対発現量の高値、１μg/L のばく露区で vtg1 mRNA 相対発

現量、cyp19a mRNA 相対発現量の高値が認められた。 

また(+)-trans-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製) 0.1、0.25、0.5、１μg/L(設

定濃度)に受精後０日目から７日目までばく露したゼブラフィッシュ(D. rerio)への影響(相対発

現量は全身中について)が検討されている。その結果として、１μg/L のばく露区で esrα mRNA

相対発現量、cyp19a mRNA 相対発現量、cyp19b mRNA 相対発現量の高値が認められた。なお、

vtg1 mRNA 相対発現量には影響は認められなかった。 

また(−)-cis-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製) 0.1、0.25、0.5、１μg/L(設

定濃度)に受精後０日目から７日目までばく露したゼブラフィッシュ(D. rerio)への影響(相対発

現量は全身中について)が検討されている。その結果として、0.25μg/L 以上のばく露区で vtg1 

mRNA 相対発現量、esrα mRNA 相対発現量の高値が認められた。なお、cyp19a mRNA 相対発

現量、cyp19b mRNA 相対発現量には影響は認められなかった。 

また(+)-cis-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製) 0.1、0.25、0.5、１μg/L(設

定濃度)に受精後０日目から７日目までばく露したゼブラフィッシュ(D. rerio)への影響(相対発
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現量は全身中について)が検討されている。その結果として、0.25μg/L 以上のばく露区で esrα 

mRNA 相対発現量、cyp19b mRNA 相対発現量の高値、１μg/L のばく露区で vtg1 mRNA 相対発

現量の高値が認められた。なお、cyp19a mRNA 相対発現量には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：エストロゲン作用 

 Jin ら(2008)によって、ペルメトリン(Sigma、ラセミ体、cis/trans=1:3 混合物、99.2%) 0.1、0.25、

0.5、１μg/L(設定濃度)に５ヶ月齢以上から２日間ばく露したゼブラフィッシュ(Danio rerio)へ

の影響(相対発現量は肝臓中について)が検討されている。その結果として、0.25μg/L 以上のば

く露区で vtg1 (ビテロゲニン) mRNA 相対発現量の高値が認められた。なお、vtg2 mRNA 相対

発現量には影響は認められなかった。 

また(−)-trans-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製) 0.1、0.25、0.5、１μg/L(設

定濃度)に５ヶ月齢以上から２日間ばく露したゼブラフィッシュ(D. rerio)への影響(相対発現量

は全身中について)が検討されている。その結果として、0.25μg/L 以上のばく露区で vtg1 mRNA

相対発現量の高値、0.5μg/L 以上のばく露区で vtg2 mRNA 相対発現量の高値が認められた。 

また(+)-trans-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製) 0.1、0.25、0.5、１μg/L(設

定濃度)に５ヶ月齢以上から２日間ばく露したゼブラフィッシュ(D. rerio)への影響(相対発現量

は全身中について)が検討されている。その結果として、0.25μg/L 以上のばく露区で vtg1 mRNA

相対発現量の高値、0.5μg/L 以上のばく露区で vtg2 mRNA 相対発現量の高値が認められた。 

また(−)-cis-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製) 0.1、0.25、0.5、１μg/L(設

定濃度)に５ヶ月齢以上から２日間ばく露したゼブラフィッシュ(D. rerio)への影響(相対発現量

は全身中について)が検討されている。その結果として、0.25μg/L 以上のばく露区で vtg1 mRNA

相対発現量の高値、0.5μg/L 以上のばく露区で vtg2 mRNA 相対発現量の高値が認められた。 

また(+)-cis-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製) 0.1、0.25、0.5、１μg/L(設

定濃度)に受精後０日目から７日目までばく露したゼブラフィッシュ(D. rerio)への影響(相対発

現量は全身中について)が検討されている。その結果として、0.25μg/L 以上のばく露区で vtg1 

mRNA 相対発現量の高値、0.5μg/L 以上のばく露区で vtg2 mRNA 相対発現量の高値が認められ

た。 

想定される作用メカニズム：エストロゲン作用 

 Brander ら(2012)によって、ペルメトリン(Sigma-Aldrich、99%) 0.1、１、10μg/L(設定濃度)に 65

～70 日齢以上から 14 日間(幼若期に相当)ばく露したトウゴロウイワシ科の一種(Menidia 

beryllina)への影響が検討されている。その結果として、0.1μg/L 以上のばく露区で全身中コリ

オゲニン蛋白質濃度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：エストロゲン様作用 

 Tu ら(2016)によって、ペルメトリン(Dr. Ehrenstorfer、cis/trans=45/50、94%)１、３、10μg/L (設

定濃度)に受精後２時間から 72 時間までばく露したゼブラフィッシュ(Danio rerio)への影響(相

対発現量及び濃度は全身中について、遺伝子群は視床下部―下垂体―甲状腺軸関連)が検討さ

れている。その結果として、１μg/L 以上のばく露区で Dio2 mRNA 相対発現量の低値、１、３

μg/L のばく露区で Pax8 mRNA 相対発現量の低値、３μg/L 以上のばく露区でトランスサイレチ

ン蛋白質濃度、TPO mRNA 相対発現量の高値、３μg/L のばく露区で TTR mRNA 相対発現量の

高値、サイロキシン濃度、トリヨードサイロニン濃度、トリヨードサイロニン/サイロキシン

濃度比、CRH mRNA 相対発現量、TSHβ mRNA 相対発現量、Dio1 mRNA 相対発現量、TRα mRNA

相対発現量、TRβ mRNA 相対発現量の高値が認められた。なお、体長、NKX2.1 mRNA 相対発

現量、NIS mRNA 相対発現量、TG mRNA 相対発現量、UGT1ab mRNA 相対発現量には影響は
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認められなかった。 

想定される作用メカニズム：甲状腺ホルモン様作用、視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 Nillos ら(2010)によって、ペルメトリン(Permethrin、FMC、ラセミ体、cis/trans=40:60 混合物、

97%) 10μg/L(設定濃度)に 90 日齢以上から８日間ばく露した雄メダカ(Oryzias latipes)への影響

が検討されている。その結果として、肝臓中ビテロゲニン蛋白質濃度の高値が認められた。 

また(−)-trans-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製) 10μg/L(設定濃度)に 90

日齢以上から８日間ばく露した雄メダカ(O. latipes)への影響が検討されている。その結果とし

て、肝臓中ビテロゲニン蛋白質濃度の高値が認められた。 

また(+)-trans-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製) 10μg/L(設定濃度)に 90

日齢以上から８日間ばく露した雄メダカ(O. latipes)への影響が検討されている。その結果とし

て、肝臓中ビテロゲニン蛋白質濃度の高値が認められた。 

また(−)-cis-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製) 10μg/L(設定濃度)に 90 日

齢以上から８日間ばく露した雄メダカ(O. latipes)への影響が検討されている。その結果として、

肝臓中ビテロゲニン蛋白質濃度の高値が認められた。 

また(+)-cis-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製) 10μg/L(設定濃度)に 90 日

齢以上から８日間ばく露した雄メダカ(O. latipes)への影響が検討されている。その結果として、

肝臓中ビテロゲニン蛋白質濃度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：エストロゲン作用 

 
(２)生殖影響 
 Jin ら(2012)によって、ペルメトリン(Nanjing Panfeng Chemical、ラセミ体 cis/trans = １:３混合

物、95%を光学活性 HPLC カラムによって分離精製) 25、50、100mg/kg/day を 21 日齢から 42

日齢まで経口投与した雄 ICR マウスへの影響が検討されている。 

その結果として、(−)-trans-ペルメトリンにおいて、25mg/kg/day 以上のばく露群で精巣中

HMG-CoA Synthase mRNA 相対発現量、精巣中 StAR mRNA 相対発現量、精巣中 P450sec mRNA

相対発現量の低値、100mg/kg/day のばく露群で精巣絶対及び相対重量、血清中テストステロン

濃度、精巣中 PBR mRNA 相対発現量、精巣中 17β-HSD mRNA 相対発現量の低値、精巣精細管

(組織病理学的検査)の間質領域の顕著な拡大が認められた。なお、体重、精巣中 HMG-CoA 

Reductase mRNA 相対発現量、精巣中 SR-B1 mRNA 相対発現量、精巣中 LDL-R mRNA 相対発現

量、精巣中 3β-HSD mRNA 相対発現量、精巣中 P450 17α mRNA 相対発現量には影響は認めら

れなかった。 

また(+)-trans-ペルメトリンにおいて、25mg/kg/day 以上のばく露群で精巣中 HMG-CoA 

Synthase mRNA 相対発現量の低値、50mg/kg/day 以上のばく露群で精巣中 P450sec mRNA 相対

発現量の低値、50mg/kg/day のばく露群で精巣中 StAR mRNA 相対発現量の低値、100mg/kg/day

のばく露群で精巣中 PBR mRNA 相対発現量、精巣中 17β-HSD mRNA 相対発現量の低値が認め

られた。なお、体重、精巣絶対及び相対重量、血清中テストステロン濃度、精巣精細管の組織

病理学的検査、精巣中 HMG-CoA Reductase mRNA 相対発現量、精巣中 SR-B1 mRNA 相対発現

量、精巣中 LDL-R mRNA 相対発現量、精巣中 3β-HSD mRNA 相対発現量、精巣中 P450 17α mRNA

相対発現量には影響は認められなかった。 

また(−)-cis-ペルメトリンにおいて、その結果として、25mg/kg/day 以上のばく露群で精巣中

HMG-CoA Synthase mRNA 相対発現量の低値、50mg/kg/day 以上のばく露群で精巣中 StAR mRNA

相対発現量、精巣中 P450sec mRNA 相対発現量の低値、100mg/kg/day のばく露群で精巣絶対及
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び相対重量、血清中テストステロン濃度、精巣中 PBR mRNA 相対発現量、精巣中 3β-HSD mRNA

相対発現量、精巣中 17β-HSD mRNA 相対発現量の低値、精巣精細管(組織病理学的検査)の間質

領域の顕著な拡大が認められた。なお、体重、精巣中 HMG-CoA Reductase mRNA 相対発現量、

精巣中 SR-B1 mRNA 相対発現量、精巣中 LDL-R mRNA 相対発現量、精巣中 P450 17α mRNA 相

対発現量には影響は認められなかった。 

また(+)-cis-ペルメトリンにおいて、25mg/kg/day 以上のばく露群で精巣中 HMG-CoA Synthase 

mRNA 相対発現量、精巣中 PBR mRNA 相対発現量、精巣中 StAR mRNA 相対発現量、精巣中

P450sec mRNA 相対発現量、精巣中 17β-HSD mRNA 相対発現量の低値、50mg/kg/day 以上のば

く露群で精巣中 HMG-CoA Reductase mRNA 相対発現量、精巣中 3β-HSD mRNA 相対発現量の低

値、100mg/kg/day のばく露群で精巣絶対及び相対重量、血清中テストステロン濃度の低値、精

巣精細管(組織病理学的検査)の間質領域の顕著な拡大が認められた。なお、体重、精巣中 SR-B1 

mRNA 相対発現量、精巣中 LDL-R mRNA 相対発現量、精巣中 P450 17α mRNA 相対発現量には

影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：テストステロン生合成阻害 

 Wang ら(2012)によって、cis-ペルメトリン(和光純薬、99.5%) 35mg/kg/day を９週齢以上から６

週間経口投与した雄 Sv/129 マウスへの影響が検討されている。その結果として、精巣中 TSPO 

(トランスロケーター蛋白質) mRNA 相対発現量、精巣中 TSPO 蛋白質相対発現量、精巣中

P450sec 蛋白質相対発現量、精細管ステージ VII-VIII 存在率、精巣上体尾中精子濃度、運動精

子率の低値が認められた。なお、体重、血漿中コリンエステラーゼ比活性、赤血球中コリンエ

ステラーゼ比活性、血漿中カルボキシエステラーゼ比活性、肝臓中カルボキシエステラーゼ比

活性、血漿中テストステロン濃度、精巣中 StAR (ステロイド産生急性調節蛋白質) mRNA 相対

発現量、精巣中 P450sec mRNA 相対発現量、精巣中 StAR 蛋白質相対発現量、精細管中変性精

細胞数、形態異常精子率には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用(合成抑制作用)、ステロイド合成への影響 

なお、本試験結果の解釈にあたっては、増加体重及び臓器絶対及び相対重量に有意な変化な

しとの言及があるが実測データの記載がない点に注意を要すると判断された。 

 Zhang ら(2007)によって、cis-ペルメトリン(和光純薬、99.2%) 35、70mg/kg/day を８週齢以上か

ら 42 日間経口投与した雄 ICR マウスへの影響(最終投与から 16 時間後)が検討されている。そ

の結果として、35mg/kg/day 以上のばく露群で精巣上体尾中精子濃度、運動精子率、精巣中テ

ストステロン濃度、血漿中テストステロン濃度、精巣中 HMG-CoA Reductase mRNA 相対発現

量、精巣中 StAR mRNA 相対発現量、精巣中 P450scc mRNA 相対発現量の低値、血漿中黄体形

成ホルモン濃度の高値、70mg/kg/day のばく露群で精巣中 HMG-CoA Synthase mRNA 相対発現

量、精巣中 PBR mRNA 相対発現量、精巣中 StAR 蛋白質相対発現量、精巣中 P450scc 蛋白質相

対発現量の低値、精巣ライディッヒ細胞(組織病理学的検査)のミトコンドリア内膜の異常が認

められた。なお、体重、精巣絶対及び相対重量、精巣上体絶対及び相対重量、前立腺＋精嚢絶

対及び相対重量、血漿中卵巣刺激ホルモン、精巣中 P450 17α蛋白質相対発現量、精巣中 SR-B1 

mRNA 相対発現量、精巣中 LDL-R mRNA 相対発現量、精巣中 3β-HSD mRNA 相対発現量、精

巣中 17β-HSD mRNA 相対発現量、精巣中 P450 17α mRNA 相対発現量、精巣上体中精子形態に

は影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用(合成抑制作用)、視床下部―下垂体―生

殖腺軸への作用(ライディッヒ細胞の異常) 

 Zhang ら(2008)によって、cis-ペルメトリン(和光純薬、99.2%) 70mg/kg/day を９週齢以上から６
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週間経口投与経口投与した雄 ICR マウスへの影響(最終投与から 16 時間後)が検討されている。

その結果として、精巣上体尾中精子濃度、運動精子率、精巣中テストステロン濃度、血漿中テ

ストステロン濃度、精巣中 PBR (精巣中コレステロール輸送に関与) mRNA 相対発現量、精巣

中 StAR (ステロイド産生急性調節に関与) mRNA 相対発現量、精巣中 P450sec (コレステロール

からプレグネノロンへの代謝変換に関与) mRNA 相対発現量の低値、組織病理学的検査での精

巣精細管空胞変性が認められた。なお、精巣上体中精子形態には影響は認められなかった。 

また、trans-ペルメトリン(和光純薬、99.2%) 70mg/kg/day を９週齢以上から６週間経口投与

経口投与した雄 ICR マウスへの影響(最終投与から 16 時間後)が検討されているが、精巣上体尾

中精子濃度、運動精子率、精巣中テストステロン濃度、血漿中テストステロン濃度、精巣中

PBR mRNA 相対発現量、精巣中 StAR mRNA 相対発現量、精巣中 P450sec mRNA 相対発現量に

は影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用(合成抑制作用)、ステロイド合成への影

響 

なお、本試験結果の解釈にあたっては、体重及び臓器重量に有意な変化なしとの言及がある

が実測データの記載がない点に注意を要すると判断された。 

 
(３)エストロゲン作用 
 Kim ら(2005)によって、ペルメトリン(Riedel-deHaën、CAS 52645-53-1、cis/trans=24.8/71.8、96.6%)

５、10、50、100、200、800mg/kg/day を 19 日齢から３日間経口投与した雌 SD ラットへの影

響(OECD 準拠子宮肥大試験)が検討されている。その結果として、５mg/kg/day 以上のばく露

群で子宮組織中 CaBP-9k (エストロゲン応答遺伝子の一種) mRNA の発現誘導、800mg/kg/day

のばく露群で子宮相対重量の高値が認められた。なお、体重、膣相対重量には影響は認められ

なかった。また、本試験における子宮肥大影響はエストロゲンアンタゴニスト ICI 

0.003mg/kg/day の同時投与によって阻害された。 

また、ペルメトリン(Riedel-deHaën、CAS 52645-53-1、cis/trans=24.8/71.8、96.6%)５、10、50、

100、200、800mg/kg/day を 19 日齢から３日間皮下投与(併せて 17β-エストラジオール 3μg/kg/day

を３日間皮下投与)した雌 SD ラットへの影響(OECD 準拠子宮肥大試験)が検討されている。そ

の結果として、５mg/kg/day 以上のばく露群で子宮組織中 CaBP-9k (エストロゲン応答遺伝子の

一種) mRNA の発現誘導、200mg/kg/day のばく露群で子宮相対重量の高値が認められた。なお、

体重、膣相対重量には影響は認められなかった。 

 Tange ら(2014)によって、trans-ペルメトリン(和光純薬、98%) 0.1、１、10、30、100μM(=39.1、

391、3,910、11,730、39,100μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したヒト乳がん細胞 MCF-7 (ヒトエス

トロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(エストロゲン応答配列をもつレポーター

遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結果として、EC20

値 25.10μM(=9,820μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導が認められた。 

また、cis-ペルメトリン(和光純薬、98%) 0.1、１、10、30、100μM(=39.1、391、3,910、11,730、

39,100μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したヒト乳がん細胞 MCF-7 (ヒトエストロゲン受容体を発

現)によるレポーターアッセイ(エストロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用い

たルシフェラーゼ発現誘導)が検討されているが、ルシフェラーゼ発現誘導は認められなかった。 

 Nillos ら(2010)によって、ペルメトリン(Permethrin、FMC、ラセミ体、cis/trans=40:60 混合物、

97%)５、10、25、50μM(=1,960、3,910、9,780、19,600μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したニジマ

ス肝臓一次培養細胞への影響が検討されている。その結果として、50μM(=19,600μg/L)の濃度
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でビテロゲニン mRNA 発現誘導が認められた。 

また(−)-trans-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製)５、10、25、50μM(=1,960、

3,910、9,780、19,600μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したニジマス肝臓一次培養細胞への影響が検

討されている。その結果として、50μM(=19,600μg/L)の濃度でビテロゲニン mRNA 発現誘導が

認められた。 

また(+)-trans-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製)５、10、25、50μM(=1,960、

3,910、9,780、19,600μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したニジマス肝臓一次培養細胞への影響が検

討されている。その結果として、50μM(=19,600μg/L)の濃度でビテロゲニン mRNA 発現誘導が

認められた。 

また(−)-cis-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製)５、10、25、50μM(=1,960、

3,910、9,780、19,600μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したニジマス肝臓一次培養細胞への影響が検

討されている。その結果として、50μM(=19,600μg/L)の濃度でビテロゲニン mRNA 発現誘導が

認められた。 

また(+)-cis-ペルメトリン(光学活性 HPLC カラムによって分離精製)５、10、25、50μM(=1,960、

3,910、9,780、19,600μg/L)の濃度に 24 時間ばく露したニジマス肝臓一次培養細胞への影響が検

討されている。その結果として、50μM(=19,600μg/L)の濃度でビテロゲニン mRNA 発現誘導が

認められた。 

 
(４)抗エストロゲン作用 
 Brander ら(2012)によって、ペルメトリン(Sigma-Aldrich、99%) 0.000256、0.00256、0.0256、0.256、

2.56μM(=0.1、１、10、100、1,000μg/L)の濃度にばく露(17β-エストラジオール１nM 共存下)し

たヒト卵巣がん細胞BG-1 (ヒトエストロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(エスト

ロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討さ

れている。その結果として、0.000256μM(=0.1μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導の阻害が

認められた。 

 
(５)抗アンドロゲン作用 
 Kim ら(2005)によって、ペルメトリン(Riedel-deHaën、CAS 52645-53-1、cis/trans=24.8/71.8、96.6%)

５、10、50、100mg/kg/day を 10 日間皮下投与(併せてテストステロン･プロピオネート

0.25mg/kg/day を 10 日間皮下投与)した雄 SD ラット(５週齢で精巣及び精巣上体摘出処置)への

影響(OECD 準拠 Hershberger 試験)が検討されている。その結果として、10mg/kg/day 以上のば

く露群で腹側前立腺絶対･相対重量、精嚢絶対･相対重量、肛門挙筋＋球海綿体筋絶対･相対重

量、陰茎絶対･相対重量、カウパー腺絶対･相対重量、摂餌量の低値が認められた。なお、体重

には影響は認められなかった。 

 Tange ら(2014)によって、trans-ペルメトリン(和光純薬、98%) 0.1、１、２、10μM(=39.1、391、

782、3,910μg/L)の濃度に 24 時間ばく露(ジヒドロテストステロン 0.1nM 共存下)したチャイニ

ーズハムスター卵巣細胞 CHO(ヒトアンドロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(ア

ンドロゲン応答配列をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検

討されている。その結果として、IC20 値 8.58μM(=3,360μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導

の阻害が認められた。 

また、cis-ペルメトリン(和光純薬、98%) 0.1、１、２、10μM(=39.1、391、782、3,910μg/L)の

濃度に24時間ばく露(ジヒドロテストステロン0.1nM共存下)したチャイニーズハムスター卵巣
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細胞 CHO(ヒトアンドロゲン受容体を発現)によるレポーターアッセイ(アンドロゲン応答配列

をもつレポーター遺伝子導入細胞を用いたルシフェラーゼ発現誘導)が検討されている。その結

果として、IC20 値 21.91μM(=8,570μg/L)の濃度でルシフェラーゼ発現誘導の阻害が認められた。 
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